
本業を通じた持続可能な社会への貢献を常に

追求し続けているYKK。企業活動のすべての根幹

にあるのが、YKK創業者𠮷田忠雄の企業精神「善

の巡環」です。「他人の利益を図らずして自らの繁

栄はない」という思想は、社会や顧客・関連業界、

そして社員と共に栄え続けようとするYKKの企業

精神を鮮明に表しており、「サステナビリティ」と

非常に親和性の高いものだと捉えています。𠮷田

忠雄は、この企業精神の本質を、さまざまな言葉

によって繰り返し社員に伝えてきました。

YKKは創業者の時代からサステナビリティと親

和性の高い思想を経営の根幹とし、創業から90年

たった今の時代においてもその思想を継承し続け

ています。

「善の巡環」からサステナブルな未来へ
YKK創業者𠮷田忠雄の思想

事業というものは、自分が利益を上げるだけではなく、世の中に貢献する、人
類社会に役立つということを大きく織り込んでやらない限り、それは決して繁
栄しないと思います。その土地の産業に寄与し、その土地の経済に寄与し、そ
れによって、その土地の人々の暮らしを豊かにすることができれば、こんな幸
せなことはありません。発展途上国には豊かな文明のめぐみを、先進国にはさ
らに新しい豊かさを運ぶYKKの“橋”づくりはこの先も続いていくことでしょう。

1965年7月

すばらしい泉のように、豊かな本物が出てくる。これが本当の豊かさです。大
切なのは貴重な資源のロスを出さないこと。明らかに立派な商品になるはず
です。

1984年1月

まず、自分の身近からゴミをどう上手に処理するかを考え、みんなで実行する
ことが大切なのではないでしょうか。もし、今のままに地下資源を掘り続け、
木を切り倒し、魚を捕り、魚の住めない海を広げ続けることは、人類の破滅を
意味することになります。

1971年1月

事業とは 
橋を架けるようなもの

清らかな湧き水のごとき 
ものづくり

工夫で活かせば 
ゴミも立派な資源に

大樹より 
森林の強さを

経験を積んで年輪を重ねた太い木も、若くて細い木もあります。背の高い木、
低い木もあります。それぞれの個性によってその得意とする能力を発揮して上
手に働き、だれに支配されるのでもなく一緒に前進します。

1970年7月
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社会、そして自然環境と共存・共栄する企業として 
「気候中立」と「自然との共生」を目指す

～「 気候中立 」と「自然との共生 」の実現～

気候
気候変動の抑制と適応した事業活動の展開
地球規模で起きている気候変動抑制のため、世界の平均気温上昇を産業革命以前に比べ1.5℃に
抑える努力を追求するパリ協定を支持し、2050年のカーボンニュートラル実現に向けて、温室
効果ガス削減に取り組みます。さらに気候変動へ適応し、安定的な事業活動を展開します。

資源
資源の持続的利用を高めるものづくりの実現
ファスニング事業で製造される商品や、使用される梱包材における環境負荷を低減し、持続可能
な素材へと移行することで、商品のライフサイクルを通じて発生する廃棄物の削減、石油由来材
料使用の削減、および循環型社会の実現への貢献を目指すとともに、生態系を守り、豊かにする
活動を展開します。

水
持続的な水利用の実現
持続的な水利用に向け、地域の状況に応じた取水量削減と排水管理の強化により、地域コミュニ
ティや生態系への負荷の低減に取り組みます。

化学物質
化学物質の管理と削減
将来世代にわたり豊かな生活を残すため、化学物質の適切な管理と使用量削減により、自然環境
や人への影響の最小化に取り組みます。

人権
人権の尊重と、公正で安全な労働環境の維持
全ての人間の尊厳と権利を尊重するという世界共通の理念を重要視し、多様で持続可能な社会
に貢献します。
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